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平成28年度 第２回山武市総合教育会議 会議録 

 

日  時  平成29年３月30日（木）午前10時 

場  所  山武市役所 車庫棟 第６会議室 

議  題  （１）教育事業の取り組みと今後の計画について 

         ・英語教育推進事業 

         ・ＩＣＴ教育 

         ・地域人材活用教育支援プラットフォーム形成事業（ＧＡＡ） 

      （２）学習指導要領の改訂について 

報  告     ・子どもの読書活動推進計画について 

         ・学校統合準備委員会設置要綱について 

 

出 席 者  ◎市長        椎名 千収 

      ◎教育委員 

       教育長       嘉瀬 尚男 

       教育長職務代理者  小野﨑 一男 

       委員        髙柳 善江 

       委員        今関 百合 

       委員        清水 新次 

 

      〇関係職員 

       副市長       高橋 一嘉 

       総務部長      石橋 和記 

       教育部長      小川 雅弘 

       保健福祉部長    川島 勝喜 

       総務課長      荒木 康之 

       財政課長      鈴木 幸宏 

       企画政策課長    越川 俊 

       子育て支援課長   秋葉 絹 

       子育て支援課主幹  有井 實 

       教育総務課長    伊藤 かほる 

       学校教育課長    井上 博文 

       学校教育課指導室長 織本 富生 

       図書館長      八角 節 

       図書館主査     大石 由香 
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      ・事務局 

       教育総務課総務企画係主査補 鈴木 慎太郎 

       教育総務課総務企画係主査補 鈴木 秀一 

                                       

   ◎開  会 

教育部長  それでは、皆さん、お揃いですので、ただいまから、平成28年度

第２回山武市総合教育会議を開会いたします。 

 次第に沿って進めさせていただきます。 

 初めに、椎名市長よりご挨拶をお願いいたします。 

 

市長  今日は委員の皆様方には、お忙しい中をお集まりいただきまして

ありがとうございます。第２回の総合教育会議ということでござい

ます。お一人が欠席ということでございます。大変難しい時期でご

ざいますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 ４月からまた新年度を迎えます。山武市らしい教育を目指して頑

張っていきたいと思います。実りある会議にしたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 

教育部長  続きまして、嘉瀬教育長にご挨拶お願いいたします。 

 

教育長  ２回目の総合教育会議ということで、年度末になってしまいまし

たが、今年度、教育委員会で取り組んできた新たな事業について、

その報告をさせていただき、今後の計画についてもお示しをいたし

ますので、その方向性について、共通理解を図りながら進めていけ

るようにしたいと思います。 

 少子化が進む中、現在取り組んでおります小中学校の規模適正

化・適正配置につきましては、基本計画を成案として、具体的な実

施計画づくりに入りました。準備委員会の立ち上げに向けて進んで

いるところでございます。まだまだ地域との調整が必要でございま

すが、できるところから確実に進めていけるようにしてまいります。 

 この統合計画が教育委員会事業の中では一番大きな課題となって

おりますが、今年度はそのほかにも、複数の新しい事業の取り組み

を始めております。いずれも今後の山武市教育にとっては、大きな

変化をもたらしてくれるものと考えております。 

 成果が見えてくるまでには何年か時間がかかるものとなりますが、

山武市の子どものためにしっかりと取り組んでまいります。そのた

めにも、市長部局の皆さんの理解を得られるように、教育委員の意
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見を出し合いながら、この総合教育会議での議論が充実したものに

なるようにしたいと思っております。 

 今後、学習指導要領が改訂される中で、山武市の学力向上につい

てどのように取り組むかなど、限られた時間の中では難しい問題も

多くありますが、どうぞよろしくお願いします。 

 

教育部長  それでは、これより議事に入ります。 

 なお、議長につきましては、「山武市総合教育会議設置要綱」第

４条第１項の規定により、市長に議長となっていただき、議事の進

行をお願いしたいと思います。市長、よろしくお願いいたします。 

                                       

   ◎議  事 

（１）教育事業の取り組みと今後の計画について 

○英語教育推進事業 

市長  それでは、議長を務めさせていただきます。 

 早速でございますけれども、議事に入りたいと思いますが、最初

に、「教育事業の取り組みと今後の計画について」を議題として、

事務局から説明をお願いしたいと思います。 

 

指導室長  指導室の織本といいます。よろしくお願いいたします。では、座

って説明させていただきます。 

 では、平成28年度山武市の中学校の英語教育推進事業についてご

説明いたします。資料をご覧ください。 

 大きくは３つの取り組みを行いました。まず英語力アップ講座で

ございます。別冊、資料１もあわせてご覧いただければと思います。 

 目的としては、グローバル教育の推進に向け、市内の中学２年生、

３年生を対象に英語力の向上を図り、国際感覚を身につけた人材を

育成するため実施いたしました。内容については、英語検定３級、

４級受検に向けての集中講義ということで、各学校を会場として

２回、合わせて４講座という形で行い、全部で延べ595名が参加い

たしました。生徒によっては複数回参加もしております。 

 ２つ目の英語検定補助についてご説明いたします。 

 目的としては、生徒の英語力及び学習意欲の向上を図るためと、

コミュニケーション能力の向上を目指し、グローバル化社会に対応

できる力を身につけさせるために行いました。 

 内容については、中学校２年生、３年生の英語検定料の補助を行

うものです。対象の級は、学校で行う場合は準会場という呼び方を
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いたしますが、準会場で実施可能な４級から２級までです。今年度

の目標としては、２年生は４級取得、３年生について４級以上を目

標といたしました。 

 実施の時期につきまして、６月10日、10月７日、１月20日、３回

の実施の中から学校のほうが選択をする形となります。１回ではな

く、学校によっては２回等実施しております。受検料については、

市より最初の１回分について全額補助をいたしました。 

 その結果がお手元の資料では２ページになります。それぞれ４級

から２級まで、受検料、受検者数、合格者、合格率ということで、

表のほうで取りまとめてございます。対象の生徒は864名で、実際

に833名が受検をいたしました。合格者につきましては253名という

ことで、全体としては30％になります。 

 （３）として、市内の１年生から３年生までの中学生の英語検定

取得者の状況ということで、今回の補助以外にも別に受検をしてい

る生徒がいますので、それを合わせて取得者数を調査しました。全

体としては365名、級別にはそれぞれそこに記載のとおりでありま

す。365名ということで28％、４級の次の５級を含めると408名で

31％、これが今年度の結果となります。 

 最後に、異文化理解の出前講座についてですが、別冊資料２ペー

ジ、資料２をあわせてご覧いただければと思います。目的は、外国

の文化・習慣や背景、自国との違いを理解しながら、国際感覚を身

につけ、コミュニケーション能力を育てるために、市内の小中学校

で実施いたしました。 

 この出前講座の流れは、別冊の資料２の右側に、当日のスケジュ

ールということで、外国人の講師の方を５名程度お願いして、日本

での体験、それぞれの国の様子、日本との違い、そのようなことを

ゲーム形式で行いながら実施しております。 

 小学校は１年生から３年生までの低学年、それから４年生、５年

生、６年生、高学年と２つに分け、中学校については全校で行いま

した。会場は全体が集まれるということで、体育館を使うことで進

められました。 

 それが今年度の取り組みであります。 

 続いて、資料３ページになりますが、29年度の推進事業の計画と

いうことで、本年度の取り組みの変更の部分について話をしたいと

思います。 

 まず英語力アップ講座については、英語検定の受検ということで

集中講義、ここは変わりませんが、できるだけ多数の生徒に参加で
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きるようにということで、夏季休業中に各学校で１回、基本的には

実施することを考えております。 

 次に、英語検定補助について、29年度は市内の中学生全員を対象

といたします。対象の級については、準会場で実施が可能な５級か

ら含めて２級までと考えております。１回のみの補助ではあります

が、初回ではなく２回目の補助をしてもらいたいという、それぞれ

の個人の要望にも応えられるように、初回とは限定しないと考えて

おります。 

 最後に、異文化理解出前講座については、小学生に重点を置くと

いうことで考えております。この小学生を低・中・高、発達段階も

ありますので３つに分け、実施をしたいと考えております。内容に

ついては現在検討中で、下に記載のとおり、内容の６点等を要望し

ているところです。 

 次に、大きな２つ目のＩＣＴ教育の取り組みということで、資料

５ページをご覧ください。 

 まず、現在のＩＣＴ教育の取り組みですが、今年度は基本的に、

授業におけるＩＣＴの活用に重点を置きました。一斉学習での活用。

教材の提示など、それぞれ内容を考えているところです。それから

個別学習での活用。タブレット等が主に使われております。それか

ら３番として、授業での取り組みは協働学習での活用を考えており

ます。 

 もう一点が校務支援システムということで、これは教員側の話に

なりますが、児童生徒の成績などの個人情報の管理、それから職員

の業務改善。今年度の取り組みで、アンケート調査の状況から30分

程度の業務の縮減が図られたという結果が出ております。それぞれ

学校による取り組みの差も見られるということです。 

 ６ページに実際の取り組みの状況ということで、小学校での取り

組み、中学校での取り組み、そして職員側での情報化推進というこ

とで述べてあります。 

 今後の取り組みの状況は、29年度に向けてということで、７ペー

ジをご覧ください。引き続きＩＣＴ機器の活用を進めるということ

で、ＩＣＴ機器の特性を生かし、主体的・対話的で深い学び、いわ

ゆるアクティブ・ラーニング、そのようなことを目指しながら授

業・研修を学校の取り組みとして行いたいと考えています。それか

ら教育委員会としては、学校情報化推進会議での情報提供、市内の

情報交換のようなことを進めていく。もう一点としては、ＩＣＴの

支援員の活用。それ以外にも幾つか計画としては考えております。 
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 もう一つの校務支援システムに関しては、有効活用できるように

ということで、次年度、293台のパソコンの更新を予定させていた

だいております。それからもう一点、やはりアクセス状況を改善す

る必要があるという部分があります。そういう面で、校内のインフ

ラ整備と、もう一点は避難所ということで、体育館での無線ＬＡＮ

の整備ついても進める必要があると捉えております。 

 大きな３つ目、最後になりますが、資料は８ページです。地域人

材活用教育支援プラットフォーム形成事業、ＧＡＡと呼んでおりま

すが、それについてご説明いたします。 

 ＧＡＡについてはその四角に囲まれた中にありますように、「ゴ

ールデンエイジ」という何でも吸収できる時期の子どもに、さまざ

まな知識と経験から大きなスキルを備えた「もう一つのゴールデン

エイジ」を迎えた高齢者や地域の方からの教育支援を通して、黄金

時代（ゴールデンエイジ）を築くという考えで、ＧＡＡと名前をつ

けてまいります。 

 ９ページをご覧ください。６月よりお願いした４名の教育支援調

査研究員、途中からご協力いただいた前教育部長、５名による取り

組み。その内容ということで、以下の４点。それからこの取り組み

のスケジュール等は（４）のところで、現場の声を聞いたり、先進

地を視察したり、大きなもう一つの柱となる教育支援センター設立

の準備を進めてまいりました。 

 本年度、取り組みを進めてきた教育支援センターＮＰＯ法人教育

サポートＧＡＡについて、別紙にもありますが、本日は、当日資料

としてお配りをさせていただきました、ＧＡＡ「設立報告会」とな

っておりいます資料をご覧いただければと思います。 

 ２ページの（１）で、教育支援センター設立事業ということで、

11月に申請をし、２月に法人の登記の申請ということで行われまし

た。それで本年度は、支援事業に関する試行を実施しております。

役員については、先ほどお話をした教育支援の研究員と前部長の

５名が中心となっております。現在は支援事業を29年度から始める

ために、会員を募集しているところであります。 

 今後の事業ということで、３ページ、右側の中段をご覧ください。

大きく３つになりますが、調査研究事業としては教育委員会の所管

事業とＧＡＡとの連携、社会福祉課所管事業とＧＡＡとの連携、人

材開発、学びプログラム、それから２つ目、学校支援事業として児

童生徒の支援、教職員の支援、市雇用職員の支援、最後、３つ目、

学童クラブの支援事業として学び支援、学習支援などの事業を現在
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計画中であります。 

 長くなりましたが、私からの説明は以上です。 

 

市長  一通りの説明をいただきました。教育事業の計画と今後の計画に

ついてということで、特に28年度の報告と、29年度新たに取り組む

ことの説明だったと思いますが、この点につきまして意見交換した

いと思いますので、委員の皆様方からご意見をいただきたい。30分

程度予定をしてございますので、いろんな意見をいただければと思

ってございます。 

 最初に小野﨑委員からお願いいたします。 

 

小野﨑委員  英語教育推進事業につきましては、28年度初めての取り組みです

が、中学生からスタートとすると、非常に良いきっかけづくりにな

ったと思います。29年度も４級以上50％取得というのを大きな目標

にしていますので、こういうのが早目に実現できるように、まず中

学の生徒が自主的で主体的な取り組みをしてくれると、非常にいい

と思って、その事前の研修で講習もするということですので、幅広

い検定補助がついておりますが、ぜひともよろしくお願いしたいと

思っております。 

 以上です。 

 

市長  英語教育について、これは３つありますので、それぞれ分けてい

きましょうか。小野﨑委員から英語教育についてご意見いただきま

してありがとうございます。それではほかの委員の皆様、この英語

教育についてご意見ございますか。 

 

髙柳委員  子どものほうは、今一生懸命、英語に親しめるように、みんなが

話せるようにと行っていますが、これから小学校に英語教育が入っ

てきたときに、教職員の英語力を育てるには、どういう様にしてい

ったらいいかと考えます。新採用に当たっては、英語ができる人が

優先されていくというのを聞いたのですが。今いる人も、これから

英語に携わらなければならないですね。そうすると、教職員の勉強

の機会の計画もしていかなければならないと思います。 

 何人か学校代表で講座を受けてはいるようですが、より多くの人

が、そのような機会が必要だと思います。 

 

市長  ありがとうございます。その点について何かありますか。 
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学校教育課長  今、お話をいただいた小学校の先生方を対象に、夏休みを使って

研修をさせていただいております。実際はＡＬＴの派遣元を通して、

実際２日間にわたってここ数年実施させてもらっています。 

 今、髙柳委員のほうからご指摘がありました。より多くという部

分では、今現在、各学校１人ないし２人を対象にさせていただいて

いるので、やり方を工夫しながら検討していきたいと思っておりま

す。 

 

市長  １人ないし２人というのは。 

 

学校教育課長  各学校代表１人か２人の先生に来てもらって、英語の授業力アッ

プといいますか、指導力アップの研修をさせていただいているとこ

ろです。 

 

髙柳委員  小学校の場合は会話が比較的中心です。ＡＬＴをお願いして、そ

ういう勉強をしていると思いますが、回数や人数を増やすなど、予

算にかかわってくると思いますがよろしくお願いします。 

 

学校教育課長  すみません。今、私がお話しさせていただいたのは市の取り組み

ということで、また県は県で別に研修はしているのですが、やはり

県となると大きくなるので、人数も各学校１人２人ということです。

ですので、市もまた検討していきたいと思います。 

 

学校教育課長   伝達という部分になりますと、そこは調査をしていないのです

が、ここ数年参加してくれている先生の状況を見ると、やはりどう

しても若い先生、新採から二、三年目の先生が多くなっているんで

すが、ただ、同じ先生が毎年来るということはないので、少しずつ、

１人２人ですが、広がってはいるかなとは思っています。 

 

教育長  英語教育については、新しい指導要領の中で32年から教科化とい

うことになります。今言ったように夏休みの研修などを行ってはい

ますが、各学校から一、二名交代にというような状況では、その

32年度の教科化になったときに、きちんとした英語教育ができる先

生を用意するというのは非常に難しいことだと思っています。 

 しかしながら、そこで展開するには何らかの方法をとっていかな

いといけませんが、私が考えているのは、今積極的に取り組んでい
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るＩＣＴ機器の活用という部分は、校務支援システムなど事業展開

でさまざま扱っていますが、この英語教育についてもすごく有効に

活用できると考えています。 

 ですので、正式に始まるまでの間、できればそういった取り組み

についてもチャレンジをしていきながら、実際に会話が十分にでき

ない先生でも、タブレットなどのＩＣＴ機器を使って、ネーティブ

の発音をその場で生徒に出してあげたりすることで、補えるのでは

ないかとは考えています。その辺のところは具体的に今後考えてい

きたいと思っています。 

 

市長  今関委員、いかがですか。 

 

今関委員  私自身が中学校のときに英語が苦手で、最初どうして好きになれ

なかったんだろうというのを考えて、学校の授業があまり楽しくな

かったというのがあって、子どもには、もう英語だけは小学校１年

生に上がるのと同時に塾に入れました。学校の先生も初めて教える

ことで負担が多分大きく大変だと思うので、そこはＡＬＴの先生を

中心に授業展開できるような体制づくりも、もしかしたら必要なの

かなと思います。学校の先生は今まで教えていなかったことを、例

えば自分が先生だったらすごく大変だと思うので、その辺のサポー

トはかなり必要かというのはすごく思います。 

 

教育長  難しいですね。 

 

今関委員  そうだと思います。 

 

市長  英語の先生はＡＬＴで全部授業を賄うというわけにはいかないの

ですか。 

 

教育長  難しいです。全体の中ではやり切れない。 

 

市長  例えば、そのＡＬＴの活用といいますか、ＡＬＴの先生が行って

いただける時間的な割合というのは、何％ぐらいですか。想定され

ている小学校の英語教育の中で何割ぐらいをＡＬＴの先生が参加し

ますか。 

 

学校教育課長  現在、小学校については、週１日ＡＬＴを参加させているという
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ところがございます。中学校については、１日ないし２日というと

ころで今配置していますが、実際に授業が始まるようになると、

５・６年生対象というスタートになりますので、毎時間というわけ

にはなかなかいきません。 

 

市長  具体的に５年生、６年生で英語の時間は週に何時間ですか。 

 

学校教育課長  各学年１時間です。 

 

市長  各学年、２クラスとして５年生、６年生で４時間。 

 

学校教育課長  現在は３年生、４年生にも、ＡＬＴさんが１日来ているので、そ

の中で活用しながら英語に触れています。 

 

指導室長  ５年生、６年生は週１時間ということで、１日ＡＬＴがいれば対

応が可能なわけですが、今度改訂されると、後ほど学習指導要領で

のお話にもありますけれども、高学年は２時間。そうしますと、同

じ日に２時間というわけにはいかなくなりますので、今度は２日間

に分かれる。そういう分け方になってくると、今度は週に２日、Ａ

ＬＴが全部の学校にという形が必要になってきます。 

 

市長  予算など、清水委員意見ありますか。 

 

清水委員  いろいろご意見が出ましたけれども、１つは安く上げるためには、

民間の方々をもっとうまく使えないのかと。プラットフォームを使

えますよね。この中で発掘して、外国へ行って何年か過ごして、も

うかなり英語のレベルが高い方がいらっしゃれば、そういう方々も

うまく使うなど。 

 それからあとは、松尾高校はＳＧＨ（スーパーグローバルハイス

クール）でいろいろな授業を行っていると思いますが、県でもこの

授業を使って、小中学校でもうまく使えないかという感じはします。

ＳＧＨはどのような授業を行っているのか、詳しくはわかりません

が何か関連づけて、なければそういうものを提案して、こういうの

があります、これはいいポイントになりますなど工夫して、向こう

が提案を上げられるような、そういう授業をつくるのがいいと思い

ます。 

 私からは以上です。 
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市長  ありがとうございます。 

 いずれにしても、負担が増すことは間違いないという髙柳先生の

お話だと思います。それをどういった様に英語力をアップしていく

かということで、英語がネーティブ、あるいはネーティブに近い形

で話せる人から教わるのが一番いいですね。 

 今、清水委員のお話からも、市内にもボランティア的なことで行

ってくれる人がいるかなど、その辺は考えていかなければならない

問題です。 

 例えば私の親戚の子で、高校時代にカナダに留学経験があるので

すが、匝瑳市で留学経験のある、そういう先生を募集しているとい

うことです。週に何時間か。これは市で行っているという話ですが、

そういった制度を行っているところはありますか。匝瑳市でそうい

うのがあったので応募をして、匝瑳市で英語の授業に参加するとい

う話があるようです。 

 

教育長  おそらくＧＡＡが今後機能していったときには、そういった人材

を活用できるような方向にはしていきたいと思っています。 

 

市長  ＧＡＡの中でやられる話ですか。 

 

教育長  ＧＡＡの中では市内のそういういろんな方を募集するなど、計画

しています。 

 

市長       他に何か、英語教育でございますか。 

 

清水委員  私の子どもの小学校１年生の初めての英語教育のとき、ちょうど

県の教育委員会で始めたことがありましたが、まずＡＬＴの方など

を呼んで、体育など、遊びの中で楽しんで行っていました。もちろ

ん専門家の方は十分ご存じでしょうけれども、そういう遊び的な要

素がないと、先ほど今関委員がおっしゃっていましたけれども、授

業ではおもしろくないなど、初めにそう感じてしまったら、だめで

すね。 

 

今関委員  こども園ではもう始まっていますね。それがきっかけになって、

階段を上るのではなくて、スムーズに英語に入っていけたほうがい

いとは思います。 
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清水委員  だから英語は楽しいと。何でもそうでしょうけれども。 

 

今関委員  話ができることが楽しいと思えるといいなとは思っていますが、

うちでは今苦行のように頑張っています。語学はほんとうに毎日の

積み重ねだと思います。最低毎日５分は英語を聞いてと毎日言って

います。 

楽しくないと思いますが、でも自分でその教材を読めるようにな

ったとき、先生に褒められたりすると、それはそれで塾に行ってう

れしかったりするとは言うので、私はとにかく毎日５分でいいから、

繰り返しやるようにと。 

 

教育長  今言ったように山武市では、幼少期にこども園でＡＬＴが入って

展開していますよね。今度、今５・６年生で行っている英語活動が

３・４年生に下がって、５・６年生が教科化されるということで、

小学校も３年生から英語が始まります。１・２年生が今のままだと

空いてしまいます。そこも継続して、英語教育を高めるためにはブ

ランクをつくらないで、何かしらの手を打っていく必要はあるだろ

うなと感じています。 

 

清水委員  先ほどもお話ししましたが、松尾高校の生徒に来てもらって、要

するに中学生はかなり身近でしょうから、それで行ってもらうなど、

そういうことを考えてもいいのかなという感じはします。 

 

市長   この前、発表会がありました。そのときに成田国際高校の生徒

が来て質問していましたが、かなり流暢な英語をしゃべる子がいて、

多分それは帰国子女だと思います。そういった子以外は、質問され

ても、行き詰まっってしまうレベルで、難しいのかもしれません。 

 ただ幾つか一生懸命探らないといけないのは、城西国際大学にた

くさん外国の生徒がいるから、どういった様に交流、協力をしても

らえるのか、制度をつくれるかということと、さきほども遊びの中

でというお話が清水委員からありましたし、今関委員のほうからも、

楽しくなければと。取っかかりとしてです。 

 生徒の居場所づくりみたいなところで、文京区のほうだと思いま

すが見学に行きました。そのときに、そこはもうほんとうに子ども

が居場所として集まってくるところだったんですが、ダンスのレッ

スンを行っていました。そのダンスを教えている子が、オーストラ
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リアからの帰国子女でした。それでダンスを、日本語をしゃべれる

んですが、日本語を使わないで全て英語で教えている。それを聞き

ながら、コミュニケーションの道具なので、英語を英語として学ぶ

というよりは、何かそういう遊びの中で、英語以外のことで覚えて

いくほうが楽しそうだなと非常に感じました。 

 小川教育部長はダンスと英語というのがＳＧＨに取り組むとき、

山武の特徴づくりの中で、英語・ダンスが自己表現と言っていまし

たね。 

 

教育部長  外国に１人で行ったときに、何か自己表現しなきゃいけない場面

が必ず出てくるので、そのときは英語でもダンスでもいいというイ

メージです。 

 

市長  英語とダンス。教育部長はそういうイメージを描きそういう面か

らして、英語を英語として学ぶからおもしろくないというのはある

と思います。 

 ダンスをしながら、多分わからないだろうと思いながらも全部英

語で行っていましたので、非常に体の動きと一緒に覚えていく感じ

がありました。 

 

市長  山武市としては、ダンスの先生をアメリカから雇い入れるのが一

番いい。 

 

清水委員   重点的にやるとすれば、どこか特定の高校、中学を１つ指定し

て、モデルにして、みんなで見に行くなど、特別な先生を少し集め

て重点的にやるような方法が、方法論としてはあるという気がしま

す。全部一律に平均的にやると、全部上がらないと。上げるとすれ

ば、それは順番に重点校を指定していく方法もあるかと。 

 

市長  ご意見をいただきましたが、以上で教育委員会としてご参考にし

ていただいて、29年度の取り組みに活かしていただきたいというこ

とでよろしいでしょうか。ここに書かれていることで進めていくこ

とになろうかと思いますが、よろしいでしょうか。 

 ＩＣＴ教育についてはいかがでしょうか。教育長からは、ＩＣＴ

を英語にも活用していくというようなお話がございましたが、他に

先駆けて取り組んでいますので、これについて教育長から何かあり

ますか。 
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○ＩＣＴ教育 

教育長  ＩＣＴ機器につきましては、今出ましたように、近隣に先駆けて

取り組んでいることで、予算的にも大きなお金をかけていただいて

いる部分です。その効果というものをよく言われてきます。ですの

で、導入してどうだったのかは、今後、教育委員会としてもきちん

と出していく必要があるだろうと思っています。 

 今回、この資料の５ページの一番最後に出ていますが、校務支援

システムを導入することによって、どれだけ効果があったかという

ことで、アンケートの結果、先生方の多忙化、仕事が従来より30分

程度短縮できて、時間ができたというような結果が出てきておりま

す。 

 ですので、今後もさらにこの部分を精査していき、この時間が

30分からさらに延ばせるような方向で詰めていきながら、効果を出

してアピールできるようにしていきたいと考えています。よろしく

お願いします。 

 

市長  ご意見いかがでしょうか。よろしいでしょうか。実際にどのよう

な効果があるか、直接的にあらわれてくるか、なかなかわかりにく

いところかもしれません。校務支援については、パソコンを今回

293台も更新するということですね。 

 

教育長  そうです、校務支援機器になっています。今使っている校務支援

システムが、それぞれの端末に依存する部分が結構あるようです。

ですので、今現場からは、遅いというような声がどんどん上がって

きていて、もう改善してほしいとなってきていますが、その端末に

依存する部分が多い分、今回の機器を更新することによって、そう

いった部分がかなり解消できるのではないかと。 

 

市長  処理スピードの話ですか。 

 

教育長  端末の処理スピードが影響すると考えていますので、効果が出て

くるのかと思っています。 

 

市長  ７ページ。今のＷｉＦｉ、ＬＡＮ環境については、各公共機関で

できるだけＷｉＦｉを整える、環境を整備していこうということで、

考えているところですが、学校の場合は体育館、いわゆる避難所と
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いうところから、体育館でＷｉＦｉを使えるようにしようというこ

とだと思います。学校の中のＬＡＮ環境というのは、タブレットが

使えるように、環境整備はもうできていますか。 

 

教育長  校内では使えるようになっています。 

 

指導室長  校舎内にはＬＡＮの環境は整っています。 

 

市長  既に整っておりますか。 

 

指導室長  はい。体育館はまだないと。 

 

市長  今はない。 

 

指導室長  はい。そういう状況です。 

 

財政課長  発言してよろしいでしょうか。これは耐災害性と書いてあります

が、災害対策であれば利用される時間というのは短いと思いますが、

教育で主に使うということであると、整備主体が変わってしまいま

す。教育面が主なのか、災害が対策なのかによって、国の補助事業

が違うので、その辺は精査して事業内容を検討することと、あとは

電源がないとできませんので、災害時についてもと書いてあります

が、そのときは非常電源を確保した上でＷｉＦｉが使えるなど、細

かいところも今度は検討していかなければいけないと思います。 

 

市長  この考え方として、今いろんな問題が出ており、セキュリティー

の問題で、学校のＷｉＦｉと災害用のＷｉＦｉというのは同じシス

テムを使うということですか。 

 

財政課長  学校は現在、ＷｉＦｉというよりは校内の無線ＬＡＮという形で

電波が飛んでいると思いますが、ＷｉＦｉというとオープンネット

ワークなので、クローズネットワークとオープンネットワークで違

うとは思います。 

 

市長  別のものですか。 

 

財政課長  一般の市民の使う場合がおそらく災害用ですが、学校に限って言
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えば、それは閉鎖的に使わなければいけないと思うので、そういう

ところはセキュリティーの個人情報の保護が必要かと思います。 

 

市長  わかりました。先行して山武市議会はタブレット化をして、郡内

では先を走ってきました。指導室長は今度ご異動があるということ

ですね。 

 

指導室長  はい。東金市へ移動となります。 

 

市長  東金市では、環境はもう整っていますかね。 

 

指導室長  一応ｉＰａｄの整備を東金市は進めているという話で、学校には

配布されています。全校かどうかは確認できておりません。 

 

市長  例えばご異動されたときに、山武市でいろいろと取り組んでいた

だいた事は、異動後にそこでどのように活かされるのか。 

 

指導室長  山武市のいい部分を東金市にもまた、是非このように変えていっ

てほしいと、そういう働きかけができればと思っております。 

 

市長  お願いと言うのは、先行して行っていますので。先生方は必ず定

期的な異動がある。議会で質問が出たのが、そんなことを山武市が

やったって、今度来る先生は何もわからない、せっかく山武市でい

ろいろ覚えてもらったものが、他へ異動したときに役に立たないの

ではないかという質問をされたりしていますが、そういった面では、

できるだけ活かしていただいて、同じようなシステムになっていけ

ば、先生方としてはご異動があったときにも取り組みやすいかと思

っています。そんな意味も含めて、先行的に取り組んでいるという

ことがありますので、そういったこともご理解をいただいて、頑張

っていただければと思います。 

 無線ＬＡＮ、校内ＬＡＮについて、ほかにはご意見ございますか。 

 

小野﨑委員  入れたほうがいいと思います。是非ご協力いただきたい。 

 

市長  校務支援についてもよろしいでしょうか。とにかく機能している

ということです。校務支援につながっていく方向ということでよろ

しいでしょうか。 
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○地域人材活用教育支援プラットフォーム形成事業（ＧＡＡ） 

市長  それからプラットフォーム（ＧＡＡ）です。ＧＡＡについてご意

見はございますか。先ほど英語教育もこの中で人材発掘をして、一

定の教育支援プラットフォームの中で行っていければというお話で

しょうか。 

 

教育長  そうですね。今後はそういったことにも広げていきたいと。まだ

始まったばかりなので、研究する部分も多いです。 

 

小野﨑委員  なるとうこども園の卒園式に行きましたら、キャビンアテンダン

トをしていた支援員の方がいました。なるとうこども園にいるんで

すが、最後の卒園式のときにその先生が英語で子どもに話をして、

お別れの言葉を言っていましたよね。ああ、子どもがきちんと聞い

ているなと思って。だからそういう面でいくと、さきほどのＧＡＡ

にいろんな方が入っていただくといいのかと私は思っています。 

 

子育て支援課主幹 支援員のお一人が、この４月からなるとうこども園に異動して、

昨年まではむつみのおか幼稚園の支援員を行っていた方ですが、そ

の方の英語が堪能だということで、卒園のしおりにも英語の文章が

載っていたりしたのは、きっとその方が書いたものだと思います。

子どもの最後の卒園の際に、英語で卒業おめでとうと。私は聞き取

れなかったのですが、子どもはサンキューときちんと返答していま

したので理解していたのかと。 

 

市長  先生は聞き取れなくても子どもは聞き取れたのですね。 

 

小野﨑委員  きちんと答えていました。 

 

市長  そういう支援員の方を積極的に発掘していかなくてはいけない。

英語のできる支援員はお給料も上げていかなくては。 

 

髙柳委員  これはすごくいいと思いました。その地域にいる人材発掘をすれ

ば、英語の堪能な人がいると思います。辞めた先生方にも組織的に

声をかけてくださっているようですので、そこへ登録していただけ

ば、さきほども清水さんがおっしゃったようなプラス面が出てくる

かと思いました。 
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市長  清水委員はＧＡＡについて、ご理解いただいているんですよね。 

 

清水委員  非常に素晴らしい制度ですね。たしか県でも10年ほど前に、退職

の先生方を中心としたＮＰＯを自主的に立ち上げました。当市もそ

のようですが、お金をいただいて、お世話になった方には少しお支

払いするというような制度ということですので、ボランティアだけ

ではなくて、働く、お小遣いを少しもらえるかもしれないという期

待もありますので、非常にいい制度かと思います。ぜひ幅広く多く

の人材を発掘して、今以上に活動していただければ。 

 それから、さきほどもこども園の話が出ましたが、やはり３歳児

教育といいますか、これがものすごく大事です。後でまたお話しす

ることになると思いますが、山武市の場合、現況の学力の問題は、

大きな問題だと思います。それを単に小学校、中学校に入ってから、

学力を上げると言っても、そうそう上がるものではないわけですか

ら、こども園のときからきちんとそういう準備を十分して、小学校

に入っていただくというのはすごく大事かなと。そういう意味で、

このプラットフォーム事業も、そういう方々を発掘していただいて、

大いに活用してほしいと思います。 

 

市長  それでは、ご意見が出そろったようですので、教育長、その点に

ついてご発言がございますか。 

 

教育長  それでは今進めている中で、特にこのＧＡＡなどのお話がありま

したが、この資料の調査研究などにもありますように、こども園に

かかわらず、学童クラブでの学びなど、そういったものが入ってき

ます。そうしますと、当然教育委員会だけの中でできるものではな

いと考えていますので、この事業を今後さらに展開していく中で、

教育委員会以外の市長部局の関連部署との協働ということが必要に

なってくると思います。今後そういったところでご協力いただける

体制を是非作っていただきたいと考えておりますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

 

市長  こども園についての発言をいただきたい。 

 

子育て支援課長  お話の中にあったとおり、ＧＡＡの学童クラブで試験的に、なる

とう学童クラブの協力を得ていただいて、また、この前何回も協議
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をいたしまして、来年度からはある程度全学童の教室に入って、学

童の中にいる支援員の中でも、自分で時間を決めてありますが、あ

る程度宿題を見てくださるという提案をしてくださいまして、そう

いう提案の中で、支援員さんと学童の中の支援員さんと両方で子ど

もを見ましょうという結果になったので、来年度、29年度は幅広く

広範囲に、いろんな地域に出て、皆さんに支援をいただいて行って

いこうということになっております。 

 それと、こども園ですが、それは子育て支援課の事務事業の中に

もあります子どもの英語にＡＬＴの方が来て、授業も２年、今続い

ております。大分保護者の方にも評判がよく、本年度、29年度も予

算を取ってありますので、ＡＬＴの先生に来ていただいて、先ほど

言ったとおり、初めは音楽、ダンス、そういうもので行ってくださ

いということでお願いをしてあります。今、子ども達も大分慣れて

きており、私が行くと、ハローと、すぐ英語で返してくださるよう

な、明るい方向に行っていると思います。 

 それと、スリランカから来ていますサジーさんが、休んでいまし

たが、学童で初めはサジーさんも入っていましたが、来年度、29年

度に始めるには、また違った方法で行うということで、今その方法

を検討しております。サジーさんもまた復帰されていますので、英

語は大分なれてきているとは思います。 

 以上です。 

 

市長  支援員というのは学童の支援員ですか。 

 

子育て支援課長  そうです。学童の子どもを見ている方は支援員。こども園では、

支援が必要な子どもにずっとついてくださる方をやはり支援員さん

と呼んでいます。 

 

市長  私のところに聞こえてくるのは、学童の支援員、見てくださって

いる方々の意識としては、学校が終わって預かっているので、また

そこで何か教えるということに対しては、まだ抵抗があるという話

を聞きました。 

 ですが、そこを問題として、また学力のところでもあると思いま

すが、松尾高校のＳＧＨを立ち上げてくれてた地域マネージャーの

齋藤さんのお話ですと、今の学力の問題というのは４時以降、つま

り学校が終了した後の過ごし方、家庭環境など家庭の経済力などで

徹底的に差がついていくということなので、４時以降どのように過
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ごしていくかということが、その子の一生を決めてしまうというお

話をされています。 

 そういった中で学童でも、やはりある程度学力をつけていかなけ

ればいけないのだろうということも、このＧＡＡで取り組んでいた

だく中では、勉強の癖をつけるなど、公営塾もそういった意味で始

めていますが、そもそも学校が終わってから勉強するという意識が

ない子どもと、塾に行って必ず勉強する子どもは差がついてしまう

ことが、一生の差に広がっていくことになりますので、支援員の方

も、お預かりしていればいいということではなく、少し考え方を変

えていただく必要があるかもしれません。 

 ＧＡＡにも期待をしていきたいと思いますが、ＧＡＡについては、

もう最初からスピード感を持って取り組んで、ＮＰＯ法人化してい

ただきましたし、どんどん先に進めていただければと思っています。 

 こういったことで教育事業の取り組みと、29年度の計画について

は、このような形で進めていくということで、総合教育会議として

は方向性を決めたということでよろしいでしょうか。 

 それでは、そのような形で29年度の教育事業の取り組みについて、

計画につきましては方向性を定めさせていただきたいと存じます。 

 

（２）学習指導要領の改訂について 

市長  次に、学習指導要領の改訂があったということで、この点につい

て議題とし、ご説明をいただくことにしたいと思います。 

 それでは、事務局からお願いします。 

 

指導室長  それでは、私から説明させていただきます。 

 まず、学習指導要領改訂のスケジュールについてですが、別冊の

資料をご覧ください。２月14日に幼稚園、小学校、中学校の改訂案

が公表されました。10ページになります。全面実施は別紙のとおり

で、幼稚園が平成30年度、小学校が32年度、中学校が33年度で、高

校は34年度より年次進行という形で進みます。これが改訂のスケジ

ュールとなります。 

 また、資料に戻っていただければと思いますが、これとは別に、

特別の教科、道徳が位置づけされました。小学校では教科書の採択

が平成29年度。説明資料10ページが学習指導要領の改訂となってお

ります。 

 先ほどのスケジュールとは別ということで、特別教科の道徳の位

置づけということです。小学校では教科書の採択が平成29年度に行
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われ、30年度より全面実施、中学校では教科書の採択が30年度に行

われ、31年度より実施となります。特別の教科となったため、教科

書の採択という形がほかの教科と同じように行われるようになりま

す。 

 主な変更点としては、「考え、議論する」授業への転換、それか

ら教科ということで、授業の評価が伴うことになります。 

 本日お配りいたしました当日資料２という、新聞のコピーをした

ものをご覧ください。25日ですので先週の土曜日、新聞に掲載され

ていましたので、参考になるかと思います。 

 「考える道徳手探り」、「グループ討論」、「いじめ『なぜ』等

問う」という部分が大きく見出しになっております。右のほうの下

で、これだけ消化できるのか、あるいは授業の評価はどうしたらい

いのだろうかと、そのようなことが学校の教員側の見出しとして出

されております。これがまずスケジュールに関係するところになり

ます。 

 ではまた、資料10ページに戻ります。次期の指導要領の方向性に

ついてです。 

 １つ目として、「学びの地図」としての枠組みづくりということ

で、以下の６点について示されております。何ができるようになる

か、何を学ぶか、どのように学ぶか、子供一人一人の発達をどのよ

うに支援するか、何が身に付いたか、実施するために何が必要か、

こういうことをトータルとして枠組みをつくっていくということで

す。 

 ２つ目として、教育課程を軸に学校教育の改善・充実の好循環、

よい循環を生み出す「カリキュラム・マネジメント」の実現につい

てです。教育課程とは、学校の教育活動全体の計画のことを指して

おります。カリキュラムとは、簡単に言うと日課表（時間割）、そ

の部分と年間の学習支援内容、指導計画と呼んでおりますが、その

ことを指しております。 

 ３つ目として、「主体的・対話的で深い学び」の実現。実際大分

前から言われているアクティブ・ラーニングの視点、これを目指す

ことが次期の学習指導要領の方向性となっております。 

 では少し細かいことということで、改訂のポイントについて触れ

たいと思います。 

 まず、小学校教育の改善のポイントということで、以下の３点を

示しております。 

 １つ目が、言語能力の育成と国語教育、外国語教育の充実・改善。
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その中の１つとして、指導内容や指導方法の連携ということで、今

度は別冊11ページの資料５をご覧ください。これは指導の内容の一

部を言葉の特徴や決まりに関する項目という観点から整理をしたも

のです。横に見ていただく形になるかと思います。低学年、高学年

ということで、国語科ではこういう形、それが外国語活動・外国語

科にどのようにつながっていく、関連するのかということを、イメ

ージ的にまとめてあるものです。 

 それではまた、説明資料10ページにお戻りください。小学校の外

国語教育につきましては、先ほど話題にも上がっておりますが、中

学年（３・４年生）において、今まで５・６年生で行っていた外国

語活動を導入、高学年（５・６年生）においては、教科化、外国語

科ということでこの後進められることになります。 

 小学校の外国語教育につきましては、32年度ではなくて30年度よ

り先行実施が可能となっております。その場合、当然教科となりま

すので、数値による評価、あとは先ほどもありましたが、指導者、

その点どうしていくのかということがやはり課題となっていくかと

思います。 

 11ページですが、簡単に外国語教育について、ねらい等を整理し

たものです。中学年については、「聞くこと」「話すこと」を中心

とした外国語活動を通じて外国語になれ親しみ、外国語学習への動

機づけを深める。配当時間数は年間35時間、週当たり１時間となり

ます。 

 高学年、今度は外国語科ということで、発達の段階に応じて段階

的に文字を「読むこと」及び「書くこと」を加えて総合的・体系的

に扱う教科学習を行う。今度は年間70時間、週当たりでは２時間、

これを配当する形になります。 

 続いて、大きな２つ目として、情報教育を手段として活用する力

やプログラミング的思考の育成。別冊の資料では12ページ、資料

６をご覧いただければと思います。ねらいとしては、子どもに、コ

ンピュータに意図した処理を行うように指示することができるとい

うことを体験させながら、将来どのような職業につくとしても、時

代を超えて普遍的に求められる力としての「プログラミング的思

考」などを育成する。これがねらいとなっております。 

 プログラミング思考ということでは、資料にも載せてあります。

どのような動きが必要なのかなど、組み合わせたらどの様になるの

か、理論的に考えていくということで、導入の仕方、指導内容につ

いては各学校で決めていく、要するに学校に任されているというこ
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とになっております。 

 実施例として、今度は別冊の資料13ページ、資料７から15ページ

までになりますが、これが小学校段階におけるプログラミング教育

の実施例。これも国の答申別紙ということで示されているものです。

総合的な学習の時間、理科、算数、音楽、図画工作、特別活動等で

取り入れていくということになるかと思います。 

 続いて３つ目になりますが、各学校における弾力的な時間割編成。

英語の教科化に伴いまして、小学校高学年（５・６年生）では、時

間割が週１時間増えることになります。現在でも時間割は既にもう

ほんとうに満杯の状態で、１時間目から６時間目まできっちり入っ

ている状態。これに対応すべく取り上げられたということでありま

すが、「短時間学習」というのが１つ。 

 これは帯学習、モジュール学習とも呼ばれておりますが、例えば

ということで書いてありますが、朝の時間帯を活用して１回15分、

それを例えば月曜日、水曜日、金曜日と３回、15分、15分、15分実

施した場合に、これを45分間１コマ、１時間として取り扱う。これ

が年間35週分、要するにトータルすると105回となりますが、それ

を実施すると１コマ35時間。残りを時間割の中に、例えば火曜日の

４時間目は外国語科という形で、これで週２時間を生み出す。 

 これ以外にも、45分にプラスして、さきほども言っていた15分を

つけ足して60分の活動を組んで、年間70時間になる回数、ですから

今週は行うけど来週は行わない、そういう月に何回などということ

も考えられます。 

 小学校につきましては以上であります。 

 続いて中学校について話したいと思います。義務教育を終える段

階ということで、中学校は、高等学校への接続と９年間を通じての

資質・能力の育成ということで、３つ示されております。 

 １つ目は、義務教育段階で求められる資質・能力の確実な育成を

目指した教育課程の見直し。 

 ２つ目が、多様化する課題に対応するためのカリキュラム・マネ

ジメント。これは小学校と同じになりますが、中学生となりますと、

発達段階にいろいろ変化があるということで、やはり必要になって

いきます。 

 それから３つ目としては、将来にわたる持続可能性を踏まえた部

活動の在り方について。これに関してですが、文部科学省のほうは

規則の改正を行い、中学や高校で部活動を指導する地域のスポーツ

指導者、これは部活動指導員ということで、資料３をご覧いただい
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てよろしいでしょうか。 

 ３月だったと思いますが、読売新聞に記事として掲載されていま

したので、本日資料として出させていただきました。そこには、地

域の方を新たに学校の職員である「部活動指導員」ということで位

置づけをする。中段になりますが、指導員は、運動部や文化部で実

技指導や大会への生徒の引率を行い、顧問になることもできる。ま

た、指導員の報酬や災害補償についても整備するよう通知を出した。

このような記事が載っておりましたので、参考になればと持ってま

いりました。 

 要するに顧問として、今までもそれぞれ地域の方が各学校に指導

に来たり、大会のときに参加をしたりされていますが、やはり教員

が引率、責任者ということで、そこにいないといけないことになっ

ておりました。 

 大きな３番で、「主体的・対話的で深い学び」、いわゆるアクテ

ィブ・ラーニングですが、この実現については特定の指導方法では

ないということで、それぞれの教育における教員の意図性を否定す

ることでもない。下線が引いてあるところですが、子どもに求めら

れる資質・能力を育むために、必要な学びのあり方を絶え間なく考

え、授業の工夫・改善を重ねていくことだと言われております。今

までも実際行っていることでありますが、それをさらに意識して強

化していくということになるかと思います。 

 そのために改善の視点として、まず「主体的な学び」としては、

見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次

につなげる。「対話的な学び」ということでは、自己の考えを広げ

深める学び。 

 それから「深い学び」ということで、習得・活用・探求という学

びの過程。習得・活用・探求というと、見て、体験した、それをい

ろんな世の中のことに生かせないかという活用、この場面ではこう

活用できるのか、そしてそれをもとにもっと自分で考えていく、さ

らに調べたい、そういう学びの過程であります。知識を相互に関連

づけてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問

題を見出したりして解決策を考えたり、思いや考えをもとに創造し

たりすることに向かう学びということで捉えております。 

 また別紙の資料16ページ、アクティブ・ラーニングを進めるに当

たって、ＩＣＴの効果的な活用例ということで、資料になりますが、

こういう例示があったので、資料として載せてあります。対話的な

学び、深い学び、主体的な学びということで、このような流れの中
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でＩＣＴも効果的に活用できる。山武市で先駆けて取り組んでいる

部分が、こういう部分でも有効に活用できるということがわかりま

したので、よかったと思っております。 

 そこまでが、主に学習指導要領改訂についての資料として用意さ

せてもらったものですが、最後にお配りしました資料４のところに

なりますが、その学習指導要領を実際に学校現場で実施していく場

合、市内現在の状況はどうなのかということも必要かと思いまして、

市内の小中学校の管理職、それと教諭、いわゆる教員ですが、実際

授業に携わっている先生方の年齢構成を調べてまとめた表でありま

す。19校、この中には講師、養護、事務の先生方は入れてありませ

ん。 

 小学校を見ますと、36歳から50歳までの学校現場では中堅からベ

テランの手前ぐらいに当たる教員の割合が少ないことがわかります。

中学校が下の表になりますが、山武市内の状況では40歳までの教員

の割合が少ないということがわかります。 

 そして小中学校で共通して言えることは、この表の上の部分、

51歳から60歳になるかと思いますが、いわゆる50代の教員の占める

割合が多い。これは市内に限らず、県内、山武市、山武地区で共通

する部分であります。このことが今度、学習指導要領が実施される

までの数年、さらに世代交代が進むということが伺えます。実際今

も学校の教育力の基盤の一つの教員の指導力の育成ということで、

若手の育成がどの学校でも課題となっていることを最後につけ加え

させていただき、私からの説明とさせていただきます。 

 

市長  ありがとうございます。これは学習指導要領の改訂でございます

が、今回の改訂についてご意見をお持ちの方はいらっしゃいますか。

全体的に大きく分けて道徳のこと。評価を行う道徳教育ということ

でありますが、道徳教育について何かご質問ご意見はございますか。 

  髙柳先生、何かご意見ありますか。 

 

髙柳委員  いつも道徳で思っているのは、知っているけどできないというの

をどうするか。そんなこと知っている、でもあなたの行動は違うじ

ゃないという部分です。知識だけでなく、実践できて初めてわかっ

たということになると考えます。随分その辺を言ってきましたけど。

道徳を教科にして評価するって。 

 

市長  知識として評価するということですよね。実践を評価する。 
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髙柳委員  そうです。だからその辺の評価がこれからどう具体的になってく

るのか。評価のあり方がうまく工夫出来るといいと思っています。 

 

市長  貴重なご意見をいただいたと。 

 

教育長  そうですね。実際に行っていかなければいけない。今、この新聞

記事にもあるように、どうしても今までの道徳というのは、心情理

解だけにとどまる。どう行って理解するかということで、そこで自

分がどういう行動をとっていくかということが、ほんとうに欠けて

いたと思います。 

 今後はそういった部分をきちっとできるようにというのを目指し

ているのが、今回の改正だと捉えているので、その評価をどうする

かというのは、やはり大きな課題にはなってきていますし、現場の

先生方もどうしていいのかというところは、まだまだはっきりして

いない部分にはなってきていると思います。 

 今後教科書がきちんと採択されて出てきたときには、その評価方

法等についても示されてくるのではないかなと思っておりますが、

今のところまだはっきりしていないところはあります。 

 

市長  小野﨑委員、道徳についてご意見ありますか。 

 

小野﨑委員  評価はどうするのかと。５段階はつけないでしょう。５段階でつ

けなくて文章でと書いてある。どういった様に書くのか、難しいと

思います。日常を見ていないと、本来さきほどの髙柳委員と同じよ

うに書けませんよね。だから教室の場面だけで、学校の場面だけで

道徳評価というのはどうかと私は思っていますが、どうも難しい、

先生方は大変だなと、いずれにしても私はそう思います。 

 以上です。 

 

市長  それでは今関委員はいかがですか。 

 

今関委員  何を目指して道徳を評価しなければいけないかが私自身が十分理

解できていないと感じています。  

 

市長  清水委員はいかがですか。 
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清水委員  たくさんの項目といいますか、教えるべき対象がたくさんあって、

どう教えられるかのか難しい。だから、その中でもほんとうに大切

なものというのを優先的にしっかりと教えていくべきじゃないかと。

例えば挨拶など、これは今までも行ってきたものだと思います。そ

れから、ほかの子どもをいじめることはよくないといったような、

もう少し重点的に絞って。もちろん一応教えるのでしょうけれども、

その中でも、特にその地域において欠けているもの、問題になって

いるもの、こういうところを優先的に行っていく必要があるかと思

います。 

 

髙柳委員  道徳って行動にかかわることだから、決められたものを順番に教

えるというものではないと私は思ってきたんです。何かあったとき

に、その場をとらえてみんなで考えるとよくわかります。結構いろ

んな範囲の問題が出てくるのです。出てこなかった価値については

補填していくのですが。 

 だから、指導計画は立てて、やらなければなりませんが、そのと

きどきの実態に対応できるのが小学校では理想だと思っています。

実践化に結びつけるにはそんな方法がよかったかなと、自分の体験

の中では思っています。 

 

市長  教育長から道徳について、よろしいですか。 

 

教育長  ここにありますように、考え、議論する道徳というのを示されて

いますが、これがまさに主体的で対話的な深い学びというアクティ

ブラーニング、これから目指そうとしているその手法に当てはまっ

てくるのかと思います。 

 ですから、単に道徳などそれぞれの教科に限ったことではなくて、

それぞれが横の連携を通して全てのところでそういう取り組み方を

することによって、道徳の部分についても幅を広げていけるかと考

えていますので、ここを重点的に行っていきたいと考えています。 

 ただ、実際にそれが議論だけで終わってしまわないようにしてい

くにはどうしたらいいかということを考えていく必要はあるかと思

っています。 

 それから、道徳科における評価という部分については、個人内評

価ということが示されています。これは要するにほかの子どもとの

比較による相対的な評価ではなくて、その子がどんな点がよくなっ

たか、改善したかというところを、きちんと見て指摘をしていくと
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いうものになるので、この部分については先生方の負担というのは

結構大きくなるかと思っています。 

 ほかの教科みたいに単にテストの点数など、そういった部分で評

価できない、その子を見ていないとなかなか具体的な評価というの

は難しくなってくると思っておりますので、その辺をどう指導させ

ていくのか、また先生方がそういう視点を持てるのかというところ

を解決していかなければならない問題だと捉えています。 

 

市長  私はそもそも道徳教育で何を教えるかということの前に、道徳と

は何かということの理解が、自分の中できちっとわかっていないと

いうか、定まっていないというか、道徳とは何か。皆さんにご意見

をいただきたい。 

 

         ※ 関係職員から道徳について、意見があった。 

 

市長  ありがとうございました。 

     私自身は最初にお話ししましたように、なかなか自分としてし

っかりとつかんでいない部分であります。ただ、これはＩＴのプ

ログラミングの中でこれでいいのかということ、プログラミング

を小学校から何でやるのかという中で、それよりも人間性などそ

ういったことを学んでいく必要があるだろうと思っています。こ

の道徳の授業というのが、そういった形で役立ってもらいたいと

いう期待をしていて、何か変な形で日本人であると政治的に使わ

れないように、それよりも人間的な成長につながっていくことを

期待したいと思います。 

 道徳についてはそういったことでよろしいでしょうか。 

 ここの中で改訂の主な点、プログラミングについてはよろしい

ですか。 

 

小野﨑委員  部活動推進員というのが新しく出てきたので、これについては、

部活動の活性化のためにはぜひ必要かなと思っています。ほんとう

は、予算的には県予算なのか、市予算なのか、聞いておいたほうが

いいかと思っています。 

 

市長  それでは、今ご提案いただきましたので、この部活動のあり方に

ついて。 
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小野﨑委員  もし市の予算だったら、これからお願いしておかなければいけな

いかと私も思いました。 

 

指導室長  私も新聞に載っていて、その先どういう状況になっていくという

ところまで突き詰めていなかったので、今の状況は、まず全国のそ

れぞれの都道府県の教育委員会に文部科学省が通知を出している状

態。それを県のほうは受けて、多分県から今度はそれぞれの市町村

にという形でおりてくる形になるかと思いますので、その報酬や報

奨について、市教育委員会で行っていく。県のほうから予算化され

れば助かるかと思いますが、まだわかりません。申しわけありませ

ん。 

 

小野﨑委員  ぜひこれは積極的に取り入れてもらいたいと思ったものですから。

中学校でも先生の数で部活動が決まってしまいますので、これがで

きればもう少し部活動というのは幅が広がり、非常にいいと思って

います。 

 

市長  それは校務の支援もありますけど、部活の支援ができるとそれは

随分助かりますよね。 

 

小野﨑委員  助かると思います。 

 

総務部長  山武市は現在予算を持っていますので払っています。山武市教育

委員会は予算を持っていて、現に支払いしている実績があります。 

 

教育総務課長  報償費でお願いはしていますけど、部活動のここに書いてある指

導だけです。今度は県の規則の中で位置づけられますので、おそら

く県の予算かと思います。 

 

教育部長  今回の改正のポイントは、会場随行に当たって、先生の身分を民

間の人に付与するというのが大きなポイントなので、そこの規則改

正を、県の規則を変更することによって対応するような形になりま

す。 

 

小野﨑委員  わかりました。 

 

髙柳委員  それをぜひ進めてほしいというのは、主体的な学び、楽しい学び
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を行うには、時間が要ります。子どもが自分で動けるようにするた

めにあらゆる準備をしておいて、そしてそこに引き込む。とにかく

時間が必要。 

 

市長  これはアクティブ・ラーニング。時間を先生がとられます。 

 

髙柳委員  はい、アクティブ・ラーニング。部活はほかの方に任せても大丈

夫な部分だと思います。こちらの事業に全力投球ができるようにす

るためには、それが必要かとすごく思います。教師は準備と待ちの

姿勢ですね。ですから時間も。それで、週１時間プラスされますね。

そういう時間を全部入れてアクティブ・ラーニングをするのは無理

ですよね。 

 だからそこに時間をいかにつくるかというと、移行できるものを

移行して、担任の時間を減らすということをぜひお願いしたいと思

っています。 

 

教育長  外部指導員の活用ということについては、今の部活の状況からい

ってどうしても必要になってくると思います。ただ、この部活動の

ある意味というのは、単にスポーツ技術の向上だけではなく、学校

の場合に先生が行っているというのは、そこに教育的な配慮が必ず

あります。それを通して子どもを育てていかなければならない。 

 ですので、例えばサッカーならサッカーで、サッカーの技術だけ

を追い求めていくために、その力のある人を単純にそこに配置して

いいのかというところは、検討しなくてはならない部分だと私は思

っているので、この制度は当然今後活用していくことになると思い

ますが、どういった方を指導者としていくかということについて、

教育委員会はしっかりとした基準等を設けていく必要があるのかと。 

 ただサッカーがうまければいい、野球がうまければいいというこ

とにはならないだろうとは思っています。難しい問題になってくる

のかと。 

 

市長  教育長からお話がありましたが、そうすると部活を強くするため

ではないのですね。 

 

教育長  強くすると言った理由もありますが、それだけではないというこ

とです。そこだけにいってしまうと、本来の活動の内容とはずれて

きてしまうと思っています。 
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市長  人間形成にすぐれた人をそこに充てる。 

 

教育長  当然その必要があると思います。難しいかもしれませんが。 

 

市長  人間的な成長はできたが、運動的な技術力はからっきしだめだっ

たなど、そういう話も出てくる。 

 

教育長  すぐれたアスリートというのは人間性も高い人が多いと思ってい

ます。 

 

市長  この全体的な学習指導要領の改訂について何かご意見がございま

したらいただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

教育長  実際の指導要領の改訂は、小学校で32年、中学校で33年というこ

とで、まだ準備期間があります。その中で、先行実施をしても良い

というのが２年間でして、30年、31年度というのはその先行実施期

間になっていますが、実施する、しないはこちら側がどうしていく

かということになってくるので、そういったときに、例えば先ほど

話題になっていた英語教育の部分についても、その32年を待つので

はなく、できるところを展開していけるようなことは、教育委員会

として考えていく必要があるなと思っています。 

 そのときには、やはりどういったことができるか、どんなことを

行いたいかということに対しては、教育委員会だけではなく、この

ような場で両方の共通理解を図りながら進めていく必要があります。 

 

市長  ここまでグローバル化などをテーマに進めてきたので、その英語

教育も非常に重要なことになると思いますので、しっかりと意見交

換をする中で行っていくということでよろしいですか。 

 

教育長  そういうことになります。 

 

市長  ほかにございますか。よろしいでしょうか。 

 では、以上でこの２つの議事については終わりにさせていただい

て、報告に移りたいと存じますがよろしいですか。 

 

   ◎報  告 



 

 

－32－ 

○子どもの読書活動推進計画について 

市長  それでは、報告に移ります。 

 子どもの読書活動推進計画についてと、学校統合準備委員会の設

置についてという２つの報告がございますので、最初に図書館長か

ら説明をお願いします。 

 

図書館長  それでは山武市子どもの読書活動推進計画について報告をさせて

いただきます。平成27年３月に、千葉県子どもの読書活動推進計画

（第三次）が策定、公表されました。山武市においても、家庭、学

校、図書館、それぞれが連携し、子どもが読書に親しめる環境整備

を今後計画的に進めるため、山武市子どもの読書活動推進計画策定

に向け、関係課と協議、調整してまいりました。 

 平成29年２月８日開催の山武市教育委員会第２回定例会で可決さ

れたのでご報告をさせていただきます。 

 今後については、計画に基づき、教育部、市長部局、関係機関が

連携、協力し、子ども読書活動を推進してまいります。 

 それでは計画内容につきまして、お配りした資料に基づきまして、

主査から説明いたします。 

 

図書館主査  図書館の大石です。よろしくお願いします。17ページをご覧くだ

さい。座って説明させていただきます。子どもの読書活動推進計画

についてご報告いたします。 

 17ページは目次になっています。具体的なところは18ページから

なので、18ページからお願いいたします。四角の１番、計画策定の

基本的な考え方です。１の計画策定の目的、２、背景につきまして

は、今、館長のほうから簡単に説明をさせていただきましたので、

３の子ども読書活動の意義と課題から説明させていただきます。 

 現在の状況ですが、子どもは読書によって、想像力や共感力、感

性を育みます。また、さまざまなことを学びますけれども、現状と

しましてはゲームやスマートフォン、部活などで、子どもの読書離

れが社会問題となっているのが現状です。 

 そこで、４、指標を定めました。標語ということで、本を活用す

ると、本を読む活動というような意味を持たせまして、「本活」と

いう造語をつくりました。指標としましては、（１）中学生以下の

子ども数、（２）児童図書購入費、（３）児童図書の貸出数といた

しました。 

 ５の基本方針です。（１）読書に親しむ機会の充実と啓発、
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（２）読書環境の整備、充実、（３）家庭、学校、図書館、地域等

市全体での連携。 

 ６、計画の期間。平成29年４月からおおむね５カ年を予定してい

ます。 

 では、20ページをご覧ください。四角の２、読書推進のための具

体的な方策。１、読書に親しむ機会の充実と啓発。まず家庭での読

書活動の推進です。こちらはやはり子どもが一番時間を過ごす家庭

を１番に持ってきております。 

 ②具体的な取り組み。ア、母子保健事業を活用しての読書啓発リ

ーフレットの配布や読み聞かせ体験。㋐ブックスタート事業、㋑乳

幼児健康診断時に読み聞かせを行います。21ページです。イ、家庭

教育学級では、㋐講座の開催、㋑「家庭教育学級新聞」の発行を行

います。 

 （２）小学校・中学校での読書活動の推進。①役割。子どもが多

くの時間を過ごす学校は、読書に親しむ習慣を身につけるために大

きな役割を担っています。そこで、学校では子どもが本や物語に親

しむ環境の整備や、さまざまな読書の機会を設けることが重要とな

ります。 

 ②具体的な取り組み。ア、読書指導計画の作成。イ、授業。こち

らの授業では、本の紹介など、さまざまな活動を取り入れ、本に触

れる機会を設けます。22ページ、ウ、「朝の読書活動」の推進。エ、

児童生徒、保護者への情報発信を行います。 

 （３）幼稚園・こども園・子育て支援センター・学童クラブでの

読書活動の推進。①役割としましては、幼稚園やこども園や子育て

支援センター、学童クラブのように、子どもが一定時間滞在し利用

する施設は、読書習慣を育む重要な役割を担っていますので、子ど

もと本の出会いを大切にします。絵本や物語に親しむ環境を整える

ことが重要となります。 

 ②具体的な取り組みです。ア、こども園。㋐子どもの読書の有効

性の理解、㋑紙芝居や絵本の読み聞かせ、㋒読み聞かせボランティ

アの受け入れ、㋓保護者への啓発・支援。 

 23ページ、イ、子育て支援センター。㋐紙芝居や絵本の読み聞か

せ、㋑講座の開催、㋒保護者への啓発・支援。ウ、学童クラブ、㋐

読み聞かせの推進になります。 

 では、24ページをお開き下さい。（４）図書館での読書活動の推

進。図書館の役割としましては、図書館は全ての市民に開かれた場

であり、子どもから大人まで安全で気軽に本に触れることができる
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施設ですので、３館が協力して市民サービスの向上に努めています。

また図書館は、子どもの読書活動を推進する中心的役割を担ってい

ますということを役割とします。 

 ②図書館の具体的な取り組み。ア、おはなし会の開催、イ、来館

促進のための各種事業の開催、ウ、子どもへの読書案内。エ、保護

者や地域のボランティアへの支援を行っております。オ、チャイル

ドタイム、こちらについて、説明いたします。乳幼児を連れての図

書館利用がしやすい時間帯を設けています。具体的にはこの時間帯

につきましては、子どもが泣いたり声を出しても職員としては注意

をしておりません。カ、ブックリストの作成・配布、キ、避難所へ

の配本、ク、外国語資料やハンディキャップのある子どもへのサー

ビス、ケ、広報やインターネット等による情報提供。 

 以上が図書館の具体的な取り組みです。 

 26ページ、２、読書環境の整備、充実。子どもが読書に親しむた

めには、読書環境の整備と充実が必要です。子どもの読書活動を推

進するために、読書環境の整備と充実に努めます。 

 （１）小学校・中学校・学校教育課での取り組みです。①小学

校・中学校。ア、学校図書館資料の充実、イ、読書環境の充実、ウ、

蔵書点検。②学校教育課。ア、学校図書館システムの管理、イ、蔵

書点検。 

 27ページです。（２）幼稚園・こども園・子育て支援センター・

学童クラブでの取り組み。①幼稚園やこども園。ア、読書スペース

の設置、イ、絵本の選定、ウ、予算の確保。②子育て支援センター。

ア、読書スペースの設置、イ、展示の工夫。③学童クラブ。ア、読

書スペースの設置になっています。 

 28ページ、（３）図書館での取り組み。①児童資料の充実、②児

童コーナーの整備、③職員の研修、④予算の確保となっております。 

 29ページ、３、家庭、学校、図書館、地域等市全体での連携。子

どもの読書活動を推進するために、「子どもの読書活動推進計画」

にかかわる人々は、連携、協力します。 

 （１）本活会議の開催。連携は、図書館、学校教育課、生涯学習

課、健康支援課、子育て支援課で、この計画の作成にかかわったい

ただいた課になります。関連する部署による会議を定期的に開催す

ることにより、情報交換などを行い連携します。こちらのこの計画

作成のために各部署が集まりましたので、継続してこれから先も情

報の交換などを行っていきたいと考えています。 

 （２）ブックスタート事業。（３）団体貸し出し、配本、相談。 
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 30ページ、（４）図書館連絡会議。こちらは今までも行ってきて

おりますけど、図書館と小学校・中学校と学校教育課で年１回会議

を行っておりまして、これからも継続の予定です。（５）地域のボ

ランティアの育成と活用。こちらはボランティアセンターさんと連

携、協力して、さまざまな団体がいろいろな事業を行います。

（６）情報の共有と周知。（７）共通図書館利用カードの発行。

（８）職場体験・図書館見学。 

 以上が連携の内容となっております。 

 32ページは資料ですので、後でご覧ください。簡単ですが以上で

す。 

 

市長  子どもの読書活動推進計画、期間５年間で実施するということで、

かなり盛りだくさんの計画が示されています。何かご意見ございま

すか。よろしいでしょうか。 

 

清水委員  非常に大切なことだと思います。特に幼児教育、このときに本を

好きになると、後が非常に楽だということですね。この辺でいろん

な本の読み聞かせなど、そういった部分を優先的にボランティアの

方々が集まって、大いに行っていかれるといいのかなと。 

 それからもう一つは、英語教育などいろいろありますが、国語の

力がないと、これは土台ですから、その上に幾ら積み上げても崩れ

てしまいます。国語の力がしっかりしていないと、まず英語教育も、

ある程度は伸びますけれども、それ以上は伸びないということにな

ってきますので、そういう意味で、基礎となる本を読むということ

は非常に大事だろうと思います。 

 以上です。 

 

市長  ありがとうございます。ほかにはよろしゅうございますか。 

 それでは、報告ということでございますので、以上で次に移りま

す。 

 

○学校統合準備委員会設置要綱について 

市長  学校統合準備委員会の設置についてお願いします。 

 

教育総務課長  それでは、資料の33ページです。お願いします。 

 学校統合については昨年の９月に基本計画が成案となりまして、

来年度、平成29年度は、新校を円滑に開校するために、学校統合準
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備委員会を設置して、統合に係る諸課題の細部について、調査、検

討していくこととなっております。 

 今回、学校統合準備委員会設置要綱を制定いたしましたので、ご

報告いたします。内容については全協でも説明をさせていただいて

おりますので、割愛させていただきます。 

 来年度、平成29年度には、平成31年度統合予定の山武中学校と山

武南中学校、松尾小学校と豊岡小学校、それぞれに統合準備委員会

を設置して進めていくことになります。 

 最後のページ、35ページを開いていただきますと、統合準備委員

会の体系図を載せさせていただいております。そこのところだけ説

明をさせていただきます。 

 統合準備委員会の会議は全体会議と代表者会議がございます。こ

の表の例によれば、専門部会には４つの部会というものを設置して

いますけれども、この部会については、それぞれの統合準備委員会

で設置を検討することとしております。ですので、この４つの部会

に限っておりません。今、松尾小・豊岡小では、２つの部会で良い

のではないだろうかなど、山武中・山武南中では、３つの部会の中

で行っていこうかといった検討もなされているところでございます。 

 この専門部会の中では、検討項目の案について調査・検討し、代

表者会議で結果について報告をいたします。代表者会議においては、

専門部会の相互調整及び専門部会からの報告を協議いたします。ま

た、全体会議では、全体調整事項の協議を行いまして、その結果に

ついて教育委員会に報告するものとし、検討内容の周知を図るとと

もに、市民の意見集約にも努めてまいります。 

 簡単ですが以上でございます。これから統合準備委員会、または

専門部会をそれぞれ統合する学校ごとに設置した中で、保護者や教

員等の代表の方々のご意見を踏まえて、統合に関する諸課題を検討

し、スムーズな新校の開校に進めてまいりたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

 

市長  山武中、山武南中の統合、それから松尾小学校、豊岡小学校の統

合を実際進めていかなければならないということで、統合準備委員

会の設置をするということでございますが、よろしいでしょうか。 

 それでは、以上で今日予定された議題は終わりになりますが、何

か全体についてご意見があれば承りたいと思います。 

 

教育長  時間も大分押していると思うのですが、山武市内の学力向上につ
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いてですが、今現在、標準学力テストの結果があまりよろしくない

状況にあります。その中で、やはり教育委員会としては学力向上を

しっかりと目指していかなければならないと考えております。 

 学力向上を図るということが教育の充実に結びつくだろうという

ことで、これは人を増やすための市の魅力化の一つにもつながって

いくのではないかなと考えているところでございまして、その学力

向上についての取り組み等について、今後、教育委員会としてはし

っかりと位置づけをして、また教育振興計画等にもそのところを重

点化していきたいと考えているので、市長部局のご意見も、この場

で少し聞かせていただければと思いますので、よろしくお願いした

いと思います。 

 

市長  学力に一番影響しているものは何かというところは、どのように

考えているのでしょうか。 

 

教育長  一番影響しているものは、学びに対する意識だと。先ほどあった

ように、楽しさなど、何のために学んでいるか、そういったものの

意識がまだまだ足りないのかなと捉えています。ですので、積極的

に学ぶ子についてはどんどん成績がアップしていくし、そうでない

子との差がどんどん開いて二極化が進んでいる。これには経済的な

問題などいろいろな要因が絡んでいることではありますが、やはり

学校教育の中ではそういった学力向上についてどうしていくか、き

ちっと目標を定めていかなければいけないとは捉えています。 

 

市長  教育委員会で学力向上に教育委員会的に取り組めるもの、その中

でどうしても、例えば経済的な家庭環境の影響が非常に強いという

中で、考え方をほかの部局からもしなければいけないというような

ことになれば、それは市長部局としても行っていかなければいけな

いと思いますので、この場に限らず、積極的にその点については意

見交換していければと思います。 

 そういった中で、行っていかなければならないことは何かという

ことを明確にしていかないといけない。 

 

教育長  そうですね、今後その辺を整理していきながら、協力体制をつく

っていければと思います。 

 

市長  いろいろな面で、行ってきているつもりではいます。ただ、学力
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がなかなか伸びないことを残念に思っております。  

 

清水委員  データを見ますと、１つは県下に比べて、家庭内で勉強する時間

が非常に短い。ほかの県では２時間以上勉強しているところが多い

のに、本市では非常に少ない。それからスマホなどゲームを行って

いる時間が長い。これは比例しているのでしょう。ここに問題があ

るとなると、これは家庭環境の問題もあるのでは。先生のレベルは

大きくは変わらないと思います。 

 だから学力を上げるためには、先生のレベルを上げて、いい授業

を行ってもらうということが１つ。それからもう一つは、きちんと

その授業を消化して、子どもが家庭内に帰っても、きちんと予習、

復習をして出てくるといったような、そういう２つのことが考えら

れるのではないかと思いますけれども、今の山武市の状況というの

は、その後者の家庭における問題もあるのでは。 

 

市長  学校から家庭に帰ってから勉強してという話ですね。 

 

清水委員  そうです。もちろん学校でもきちんともっとやらなければいけな

いと思いますが、その分があるのかと私は、データを見ると思いま

す。そのためにはどうしたらいいかとなると、なかなか家庭内の問

題は難しい問題がいろいろありまして、どういう形でやればいいの

かということでしょうけれども、市長部局のほうもいろんな面で、

そういう学力向上の問題について働きかけていただくことが大事じ

ゃないかと。特にこども園ですか、幼児教育、この辺からが非常に

大事じゃないかと思います。 

 

市長  そのようですね。 

 

今関委員  すみません。その幼児教育、子どものときに親の意識をどう変え

ていくかというのが大事かと思います。親が、勉強というのはこの

先どれだけ必要かというのを、もう子どもを持った時点からある程

度意識をしていくことは大事かなと。 

 

市長  子どもが小さいときに、親に意識を持ってもらいたいということ

ですか。 

 

今関委員  はい、そうです。 
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市長  その親に意識を持ってもらうのはどこでやりますか。 

 

今関委員   おなかにいるときから。母親学級、子育て学級ではありません

が、産まれた時点からある程度、さきほどのブックスタートに始ま

り、そういう意識を持つというのを始める。小学校に入ったからい

きなり勉強を始めようではなくて、その前から少しずつそういう積

み重ねは必要なのかなと、自分が親になって思います。 

 

清水委員  トータルでやらないと、これは勝負にならないと思います。さき

ほども教育長がおっしゃいましたが、学力の低下というのは人口流

出の非常に大きな要因です。私は今、地区の班長を行っていますが、

地区内のアパートから最近出ていった方がいました。理由を聞いた

ら、東金市のほうが教育力レベルが高いからという理由でした。で

すから、うちのブロックでも３人ぐらい出ていきましたから、全体

でどれぐらいそういう方がいらっしゃるのか。 

 では、山武市に入ってくるといったときに、いや、あそこの小学

校、中学校のレベルは低くてだめだよということになったら、意識

のある親というのは来るのかどうかです。だからそういうことを考

えるとやはり学力の問題というのは、過疎問題としてもきっちり行

っていくべき問題ではないのかなと思います。 

 

市長  総務部長。 

 

総務部長   市では、子育て施策をいろいろ行っています。しかし、何かＰ

Ｒ、周知が下手なのかなという印象をすごく持っていまして、今日

たまたま来る前にネットである記事を見たときに、新しくこんな事

業を進めます、進めますと、いろいろ書いてありました。実は見て

みたら、うちは全部実施しておりまして、それを打ち出しているん

です。山武市もそれは全部行っているよという事業ばかりでして、

周知が下手というか、それを考えなければと。 

 

教育長   学力の評価が、ほんとうに標準学力テストに偏っている。だか

ら、学力をどういった様に捉えるかという部分でいくと、またこれ

も議論していかなければならず、ただ、外部の人が見るのはどうし

てもそういう数字であらわれるテストの結果でしかないので、そこ

をまず上げましょうかとなれば、その対策をとるべきですね。 
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市長  それだけでいいわけではないが、それがだめでというわけにはい

かないということですね。 

 

教育長  そういうことですね。 

 

市長  それはこれからも情報を。それこそ道徳の評価だという話もあり

ますが、それによって学力も市の実力の評価をされるわけですので。 

 

髙柳委員  難しいところは、学力テストの点数だけ考えると、どんどん教え

込み、ドリルを重ねた方がということになってしまいます。 

 

市長  そうするとそれは、結果は今出ないけれども将来必ずこうなりま

すよ、そういう教育を行っていますよという宣伝をどんどんしてい

かなければいけない、そういうことですね。 

 

今関委員  あとは家庭力ですよね。 

 

市長  何か最後に問題として残りましたけれども、29年度は両方とも上

がるように努力をするということ。 

 

清水委員  山武市は非常に高齢化が進んでいますよね。その中で、高齢者の

方々の健康寿命を延ばすということは、大きな課題になっていると

思います。そのためには、適当な食事、運動というのが必要だと思

いますが、その運動という点で、教育委員会のほうでいろんなスポ

ーツ関係を行っていますが、高齢者とのかかわりみたいな部分のス

ポーツ、そういったものをもっと行っていく必要があるのかなとい

う感じを持っています。 

 

市長  高齢者のダンスも行っています。始めています。 

 

清水委員  健康寿命を延ばすためには、そういう競技的なスポーツもさるこ

とながら、もっと別の意味の楽しむというのか、健康のためにいろ

いろやる、それはスポーツと言えるのかどうかわかりませんけれど

も、そういう部分も必要なのかなという感じがしますので、教育委

員会と健康福祉部、市長部局のどういうセクションで担当されてい

るか、私は知りませんけれども、それとの連携みたいな部分をもっ
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ともっと強くされて、こちらのほうで持っているデータをもっと活

用して、人材も活用していただいて、うまい仕組みをつくっていた

だきたい。 

 

教育部長  ありがとうございます。よろしゅうございますか。ほかにはござ

いませんか。 

 それでは、事務局にお返しします。 

                                       

教育部長  貴重なご意見を賜りました。ほんとうにありがとうございます。

これを受けて、29年度の各種施策に反映していきたいと考えており

ます。 

 以上で、平成28年度第２回山武市総合教育会議を閉会させていた

だきます。ありがとうございました。 

                                       

   ◎閉  会  午後０時30分 


